
投資家の皆様から

投資家Q&Aまとめ

当社の回答

多くいただいたご質問と
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“SaaS is dead” についてどう思うか？
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26年6月期の営業利益率の低下要因は？
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352

260

346

408

355

479

539

2022年６月期 2023年６月期 2024年６月期 2025年６月期 2026年６月期
（計画）

2027年６月期
（計画）

2028年６月期
（計画）

（単位：百万円）

投資拡大

投資拡大

＜投資内訳＞

• DXなど生産性増加投資
• セキュリティ投資
• IR投資
• ベースアップ（採用など）

生産性増加投資をもってベースアップを補い、次年度以降で増益に転換
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料金の値上げは検討しないのか？
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競合他社と比較した際の“強み”は？
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1,723 

365 

87 

売上高

2,177
（25.6期 実績）

（単位：百万円）

79.2%

16.8%

クラウドサービス

開発・導入サービス

機器販売サービス

4.0%

クラウドサービス

サブスクモデルを採用。弊社システムサービスの提供や、システムで

利用する機器端末のレンタル、サポートの提供に関わる月額利用料に

よる売上。

開発・導入サービス

お客様からの要望に基づくカスタマイズや、クラウドサービスの導入

支援による売上。

機器販売サービス

クラウドサービスでお客様が利用する機器やサプライ品（ラベルや

ラベルプリンター等）の販売による売上。

売上高の8割は利益率の高いクラウドサービスが占める



8

提案力 対応力×

✓ 20年超の知見に基づく課題解決力

長年物流現場に関わってきた知見を基に、現場課題
に適した豊富な標準機能を実装。
標準機能をできるだけ活用して“まずは現場が動く”
導入しやすさを実現。

顧客の課題解決のため「何をやるべきか」を的確に
見極め、最適解を提案

✓ ✓ 柔軟な開発・拡張性

外部システムやサービスとの連携、要望に応じた
個別機能開発にも柔軟に対応。
現場の運用に即したシステム構築により長期的な
業務変化にも耐えうる拡張性を提供。

導入後は365日有人サポート

365日有人でのサポート体制を構築。
緊急時にも顧客に寄り添う支援を実施。

✓

現場稼働を最優先した導入メソッド

導入から現場での運用、緊急時にも徹底した伴走支援で安心・安全を提供

顧客に対して人的リソースを惜しまず、きめ細かなサポートを提供

止めることができない“出荷業務”を支えるため、導入から運用まで伴走支援
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解約率1％、顧客の解約理由は？
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倉庫移転やお客様の事業環境の変化により解約

• 別倉庫/3PL企業への移転

• 事業撤退

• 事業縮小に伴う物流アウトソーシングの見直し

• 事業買収等による親会社の物流機能への移転

解約理由

契
約

解
約

倉庫/3PL 荷主

荷主

当社
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海外で事業展開をしているか？
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販売代理店を通じて、海外8か国でサービスを展開



13

AI開発と活用について
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生成AIを活用した業務効率化への取り組み

◼ 取り組みと背景

社内にAIサーバーを構築

• 生成AIの業務活用を見据え、実行環境を構築
• 業務への活用可否を検証するためにデータを
     セキュアに扱うことができる環境を用意

仕様駆動型の生成AI活用も試行

• 現在は実地検証フェーズだが、仕様や要件をもとに、
生成AIを活用したコーディングを開始

• 今後、開発・業務の効率化が期待される

◼ 活用領域

社内データを活かした業務効率化

• サービス・製品マニュアルを取り込み
 社内向けに「問い合わせ対応AI」として活用

• 過去のカスタマーサポート履歴を学習
類似質問・課題への対応スピード向上

• 社内文書・業務マニュアルを集約
業務上の疑問や確認事項を迅速に参照でき

る環境を整備

◼ クラウド型生成AIではなく
自社環境を選択

• 共用クラウド環境の利用にあたっては
データの取り扱いに注意が必要

• 自社サーバー上でAIを動かすことで、
外部に情報を出さずに活用することが
可能

• セキュリティを担保できることで、
安全な環境でのAI活用を実現

社内データを活用した生成AIの利用に向け、ローカルLLMを用意
実業務を見据えた先進的なAI活用基盤を構築

※ローカルLLM（Local Large Language Model）：ChatGPTのようなクラウド型AIと異なり、社内サーバーやPC上で動作する生成AI。
データを外部に送らずに利用でき、機密情報を扱う業務に適している。
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M&Aで優先する企業像について
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共創による成長機会の創出と中長期的価値向上

M&A・投資を通じて参画する企業との共創を推進し、
既存事業の強化と新たな成長機会の創出を目指す。

中長期的には、事業ポートフォリオの拡張と
競争優位性の確立を通じ、
物流業界全体の持続的な成長と発展を支えていく。

事業ポートフォリオの拡張と物流DXで物流業界に貢献
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◼ IRライブラリ

https://www.logizard.co
.jp/ir/library/

決算説明会資料をはじめ、
当社の業績や経営情報をま
とめた各種IR資料（決算資
料・報告書など）をご覧い
ただけます。

◼ IRサイト

https://www.logizard.co
.jp/ir/

当社の経営方針や財務情報、
IR資料など、株主・投資家
の皆さまに向けた情報を掲
載しています。

◼ YouTube
https://www.youtube.com/@IR-rb1mq

これまで開催した決算説明会や
個人投資家説明会などの動画を配信しています。

◼ X
https://x.com/logizard_ir

決算情報や事業の取り組みなど、
投資家の皆さまに向けた情報をお届けします。

◼ note
https://note.com/logizard_4391

決算資料や開示資料だけではお伝えきれない、
当社のカルチャーや事業をコラム形式で掲載。

ご参考：当社のIR情報について

https://www.logizard.co.jp/ir/library/
https://www.logizard.co.jp/ir/library/
https://www.logizard.co.jp/ir/
https://www.logizard.co.jp/ir/
https://www.youtube.com/@IR-rb1mq
https://www.youtube.com/@IR-rb1mq
https://www.youtube.com/@IR-rb1mq
https://x.com/logizard_ir
https://note.com/logizard_4391
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